
 

諦めないで！あと 10日何とか「黒乾き 
（白く乾く手前、黒く湿っている状態）」を保つ努力を！！ 

・稲は、出穂前から出穂まで、最も多くの水分を必要とします。水分が少ないと、成長が

止まる(穂が出すくんで、出穂しない)。 

・稲体の温度が上がり、花粉が作れなくなり不稔 

(実が入らなくなる)。 

・茎が弱り、早期に倒伏する。 

・弱った稲には害虫が多発(ツマグロヨコバイやウンカ類) 

し周辺の田んぼにも被害が出る。 

佐渡の田んぼはシルト（細かい粒子）が多く、一度乾くと縮んで硬くなり、
亀裂（ひび割れ）が生じやすくなります。 

「白乾き亀裂」ができると水が漏れやすくなり、用水が来ても田んぼ全体

に水を回すことが困難になります。 
最低限でも田んぼに水を入れ、「黒乾き」（黒く湿った状態）を保つよう努
めてください。 
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天気予報を信じ、こまめに気象情報を収集し、2日に 1度は「田んぼの
水」を確認して下さい。 
水尻を閉めていても、パイプ周囲から漏れているほ場が多く見受けられ
ます。見回り時に耳を澄まして確認、水漏れを早期に改修しましょう！ 


